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歯学科［6年制］

研究力や国際性も育むユニークな環境で学び、
歯科医学や歯科医療分野のリーダーへ

歯科医学や歯科医療分野のリーダーとなる臨床歯科医、教育者・研究者の
育成を目指します。1年次から歯学専門教育の科目履修を開始し、5年次から
は臨床実習が始まります。4年次前期から研究教育が始まり、生命科学への
興味と理解を育みます。5年次前期には、ギャップタームを設け、留学や研究
などに活用できます。全国唯一の国際歯学コースを設置し、多くの留学生を
受け入れ、留学生と共に学ぶ国際的に開かれた教育環境を実現しています。

口腔健康科学科［4年制］
医療機関はもちろん、歯科関連企業や行政など
幅広い分野で活躍する人材へ

詳しい情報はこちら

学部案内 WEBサイト

国際歯学コース
（平成24年度開設）

口腔保健学専攻

口腔工学専攻
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急速にグローバル化が進むアジア諸国の歯学部学生を、2
年次から5年次まで招聘するコースです。本コースの開設に
伴い、歯学科の専門課程（2年次以降）において、大半の授
業が英語・日本語併用制となりました。多文化共生型の教
育環境とすることで、次世代歯科医療のリーダーシップを
担う人材を育成する先進的な試みが始まっています。

歯学部

■口腔保健学専攻
4年制の歯科衛生士養成機関で、養護教諭一種免許状も取得可能です。多
職種連携教育や歯学部合同授業を通じて幅広い専門知識を修得し、3年次
後期から広島大学病院や学外実習施設での臨床・臨地実習が行われます。
在学中は海外研修の機会も多く設けられています。卒業後は、全国各地の病
院や診療所での勤務のほか、企業や行政など、多彩な進路で活躍する道が
開かれています。また、大学院へ進学する卒業生も数多くいます。

■口腔工学専攻
日本で初めて設置された4年制の歯科技工士養成機関です。バイオロジー、
テクノロジー、高度なスキルを盛り込んだ幅広い教育を行っています。また、
かづきれいこ氏による「フェイシャルセラピスト養成講座」や日本組織培養学会
の「細胞培養実習」などの全国的にも例を見ない実習も行っています。「オン
リーワン」から「ナンバーワン」を目指して、医療マインドのある研究者・企業
人、研究マインドに満ちあふれた歯科医療人を育成します。

間葉系幹細胞集塊C-MSCs
患者の幹細胞（MSCs）と、細胞が産生するコラーゲンから構築される直径1㎜
ほどの立体的細胞塊。細胞が作るコラーゲンを足場として幹細胞を移植できる
ため、コラーゲンからなる組織（骨・歯周組織）の再生療法に有効です。

ビーグル犬歯周病モデル移植実験
画像解析（8週間後）3Dイメージ

細胞骨格
細胞核
コラーゲン

移植なし 48個移植

CT像CT像歯
口腔の専門医療人、
そして人体を深く理解する
「生命科学者」を目指す2学科2専攻
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アース製薬株式会社と歯学部との共同研究により、グリチ
ルリチン酸ジカリウム（GK2）の抗炎症作用をスギナエキス
が増強することを発見、さらに、スギナエキスとGK2が別々
の経路で相加的に炎症を抑えることを証明しました。この
抗炎症作用増強技術は学術論文として発表され、アース
製薬株式会社の歯ぐきケア製品に活用されています。

基礎と応用が協働し、
最速で開発につなげる
産学連携の取り組み

スギナと甘草由来成分（GK2）が
歯周炎を抑制

「国際的に活躍できる歯科医療人」の育成を教育目標に掲げ、国際交流を活性化するとともに、歯学部生の
交流の枠を拡大することを目的とし、国際歯学コースを開設しました。現在歯学科ではほぼ全科目で、口腔
健康科学科では一部の科目で日本語・英語併用授業が行われています。また、東南アジアの姉妹校から選
抜された留学生が、2～5年次で学部生とともに履修しています。クラスに優秀で意欲的な留学生が編入し、
同じ科目を共に学ぶことにより相互理解も進み、国際感覚が養われていきます。

口腔は消化管の最前線に位置する器官であり、細菌・温度刺
激・外傷力などにさらされ、炎症性組織破壊や腫瘍化が生じ
やすい状態にあります。このような不可逆的な組織喪失に至る
疾患に対して、幹細胞と3次元培養を組み合わせることで、組
織再生に有効な細胞構造体の開発研究を行っています。
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国際的に開かれた教育環境

医学部・歯学部・薬学部が一つのキャンパスにあることから、1年次
より医療関係11職種（医師・看護師・理学療法士・作業療法士・
養護教諭・保健師・助産師・歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・
薬剤師）の連携教育を行っています。学部・
学科を超えた交流が可能で、低学年から
チーム医療を学べます。

内戦によって1970年代後半に教育や医療が崩壊したことで、歯科医
療の供給が充分でないカンボジアにおいて、広島大学歯学部とNPO
法人NGOひろしまが協力し、2009年度より歯科医療支援活動を続け
ています。カンボジアの子どもたちの歯を守り、平和で健康的な生活
を実現するため、日本とカンボジアの歯科医師や歯科衛生士、歯学
部学生等が中心となり、これまでに述べ約13,000人の子どもたちに
対して歯科健診や治療を実施しました。また、小学校教員や将来教
員となる学生に歯科保健指導を広めることで、より多くの子どもたちや
次世代の子どもたちへの波及効果を狙った活動を展開しています。

1年次から医療11職種の連携教育

海外から若手歯科医師の

研修を受け入れ
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歯学部口腔保健学専攻では、これまで部
局間協定を締結している大学間で教育・研
究を通した国際交流を継続してきました。
2021年に遠隔国際交流プログラムを構築
し、今年は以前より学生交流や研究交流を
実施している台北医学大学とともに
International Exchange Program 2022
を開催しました。

タイやインドネシア、カンボジア等の歯学
部から、主に小児歯科を専攻する若手歯
科医師の研修受け入れを継続的に実施し
てきました。小児歯科主催の啓発行事に
一緒に参加したり、社会福祉行政分野の
取組事例を紹介したり、それぞれの国にお
ける社会福祉に役立つようなプログラムを
実施しています。口腔細菌に関する研究
を通じた学術協力・交流も続けています。
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学部教育の共通基盤「バイオデ
ンティストリー」（本学部の造語
で「生物学に基づく歯科医学」
の意）。全身疾患と歯科疾患は
とても密接な関連があります。
生体で生じている現象を、細
胞・分子・遺伝子レベルの動
態とリンクさせて初めて詳細なメ
カニズムや病気の原因が理解で
きるようになります。バイオデン
タル教育は、多様な研究を通じ
て基礎医学と臨床歯科医学をリ
ンクさせた教育です。
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2022年4月1日にアース製薬との
共同研究講座を設置
新しいアプローチで口腔ケア製品開発の実現に
向けた研究に取り組み、健康寿命の延伸に貢献
することを目指します。


